
3,840×2,160
＝ 8,294,400

約4,000 = 4K

7,680×4,320
＝33,177,600
約8,000 = 8K

●

●

●

別紙１４Ｋ・８Ｋとは

地上放送のデジタル移行が完了（2012年3月末）し、放送が完全デジタル化。ハイビジョンの放送インフラが整備。

現行ハイビジョンを超える画質（いわゆるスーパーハイビジョン）の映像の規格が標準化（2006年、ＩＴＵ（国際電気通信連合））。

規格は、「４Ｋ」「８Ｋ」（Ｋは1000の意。）の二種類（現行ハイビジョンは「２Ｋ」）。

４Ｋは現行ハイビジョンの４倍、８Ｋは同じく１６倍の画素数。高精細で立体感、臨場感ある映像が実現。

解像度 画面サイズ（例） 実用化状況

２Ｋ
約２００万画素

1,920×1,080
＝ 2,073,600
約2,000 = 2K

３２インチ等

テレビ
（ＨＤＴＶ：地デジ等）

４Ｋ

２Ｋの４倍
約８００万画素 ５０インチ等

映画・実用放送・
ＶＯＤ
（デジタル制作・配信）

８Ｋ

２Ｋの１６倍

約３，３００万画素

８５インチ等

実験段階
（パブリックビューイング）




